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記入日：

団体名称

活動テーマ

活動の目的

■実施スケジュール結果

■得られたノウハウの共有・発信

（得られた成果）

　全国の訪問病院が94病院になり関わった子どもの人

数は、昨年の人数を上回ることが予想されます。より多

くの子どもたちとその家族の笑顔のために活動することが

できました。

（今度の課題）

　今後の課題は、まだまだ知らない方がいる活動ですの

で、多くの方にまずは知っていただくこと、地道に活動を

継続していくことが課題です。

病院へクラウンが訪れ、笑いや楽しさで子どもを中心とした長期療養の患者の創造性を膨らまし、能動性を引き出し社会性を取り戻すお手伝

いをする。

　病院訪問活動：助成開始当初の85病院から94病院まで拡大し

てより多くの子ども達のところへ訪問することが出来ています。　育成活

動：イベントを年間13ヵ所を予定していましたが10ヵ所になりました。

養成講座は予定通り開催しました。（13名受講）

■活動目標

■得られた成果と今後の課題 ■受益者や地域社会の変化

　訪問病院の拡大は、活動を知っていただき良さを理解して

いただいた成果だと考えています。子どもたちは笑顔になり辛

い入院生活が楽しい思い出に変わったと話してくれます。な

かには、「退院の日に、クラウンの訪問を待ってから帰る」と

言って退院の時間を遅らせた子どもがいました。覚えたマジッ

クを見せてくれ、保育士さんも子どもの変化に驚いていまし

た。

　数値などで変化が分かる活動ではありませんが、子どもた

ちが笑顔になるのが変化だと感じています。

(得られたノウハウの共有）

・より多くの方に活動を知っていただくために、

 プレスリリースを強化すること。

・イベントに足を運んでもらうための情報発信すること。

・地域にあった方法で、情報発信すること。

■長期成果

クラウンが定期訪問することで子ども達や病院関係者との信頼関係を構築して子どもたちが忘れてしまっている笑顔を取り戻すことのお手伝

いをさせていただきます。

病院全体を笑顔あふれる場所へと変化させることにより、子ども達の入院生活が辛い思い出から少しでも楽しかった、良かった出来事へと変

わってくれることを願います。

■各スケジュールごとの活動内容■活動結果（概要）

　欧米諸国などクラウン（道化師）先進国において、クラウン（道化

師）は、サーカスや遊園地でショーを見せるだけでなく、様々な場所で

活躍しています。その活動のひとつに｢ケアリングクラウン｣という文化が

あり、障がい者施設・老人ホーム・ホスピス・病院・被災地・戦地などで

活動しています。

・全国94病院に拡大。

・認定クラウンが106名に

　研修生が22名に拡大。
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活動名
闘病中の子どもに対して笑いを伝え、

心豊かな生活を取り戻す。

ＮＰＯ法人日本ホスピタル・クラウン協会

子どもの健全な育成を支援する活動

⑤障がい、難病の子どもの支援活動

※長期成果とは、活動目標に向かって継続的な事業を進める中で将来得られる活動成果とします。

※本シートは、助成事業の成果報告として、団体のPR活動等に役立てて頂くためのものです。

※活動目的には、団体の主な活動分野を記載してください。また活動が多岐にわたる場合は、主要な活動分野を記載してください。

※一般に公表されますので、記載内容、画像については、プライバシー、著作権等に関する配慮をお願いします。

※活動テーマと活動目的は、プルダウンリストから当団体に申請いただいた活動テーマを選択してください。

（活動テーマの分類が複数ある場合は、申請事業に最も該当するテーマにしてください）

※白いセルにご記入をお願いします。グレーのセルに入力するとシートに不具合が発生します。

活　　動　　風　　景

子どもたちの笑顔 クラウン大集合 賛助会員の皆さんと

助成金額

　500,000円
〒101-0046

（住所）東京都千代田区神田多町2-4-2レジディア神田1102

（団体名）ＮＰＯ法人日本ホスピタル・クラウン協会

（ホームページ）：http://www.hospital-clown.jp/
助成期間

H29.9.1～H30.8.31


